
(57)【要約】

【課題】リング部の芯金周囲に、リング部の形成方向に

沿うように、硬質部と、硬質部より軟質の軟質合成樹脂

部と、が配置されて、軟質合成樹脂部の周囲に皮革が配

置されることとなっても、皮革の端末にアールダレが生

じず、皮革の端末の外観を良好にできる革巻きステアリ

ングホイールを提供すること。

【解決手段】円環状のリング部Ｒの芯金４の周囲には、

リング部Ｒの形成方向に沿うように、硬質部６と硬質部

６より軟質の軟質合成樹脂部１３とが配置される。軟質

合成樹脂部１３の周囲に皮革１５が配置される。硬質部

６における軟質合成樹脂部１３側の端部には、皮革１５

の端末１５ａを嵌合させる環状溝９と、環皮革１５の端

末１５ａ付近を直接支持可能な円柱状の支持部１０と、

が形成されている。皮革１５は、端末１５ａ付近を支持

部１０の外周面に直接当接させつつ、端末１５ａを環状

溝９に嵌合させて、配置されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 操 舵 時 に 把 持 す る 円 環 状 の リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲 に 、 リ ン グ 部 の 形 成 方 向 に 沿 う よ う に 、
硬 質 部 と 、 該 硬 質 部 よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 と 、 が 配 置 さ れ て 、
　 該 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 周 囲 に 皮 革 が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル で
あ っ て 、
　 前 記 硬 質 部 に お け る 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 の 端 部 に 、 前 記 皮 革 の 端 末 を 嵌 合 さ せ る 環 状
溝 と 、 該 環 状 溝 の 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 に 配 置 さ れ て 、 前 記 皮 革 の 端 末 付 近 を 直 接 支 持 可
能 な 円 柱 状 の 支 持 部 と 、 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 皮 革 が 、 端 末 付 近 を 前 記 支 持 部 の 外 周 面 に 直 接 当 接 さ せ つ つ 、 端 末 を 前 記 環 状 溝 に
嵌 合 さ せ て 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 芯 金 に お け る 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 配 置 部 位 で 、 か つ 、 前 記 硬 質 部 の 近 傍 部 位 に 、
突 起 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 硬 質 部 に お け る 前 記 支 持 部 の 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 の 端 末 外 周 に 環 状 凹 部 が 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 若 し く は 請 求 項 ２ 記 載 の 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の 操 舵 用 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル に 関 し 、 特 に 、 操 舵 時 に 把 持 す る 円 環
状 の リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲 に 、 リ ン グ 部 の 形 成 方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 と 軟 質 合 成 樹 脂 部
と が 配 置 さ れ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 周 囲 に 皮 革 が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 革 巻 き ス テ ア リ ン
グ ホ イ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル で は 、 リ ン グ 部 の 芯 金 の 周 囲 に 、 発 泡 ウ レ タ ン 等 か
ら な る 軟 質 合 成 樹 脂 部 を 設 け て 、 そ の 周 囲 に 皮 革 を 縫 合 し て 配 置 さ せ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め 、 意 匠 上 の 要 請 か ら 、 リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲 に 、 リ ン グ 部 の 形 成 方 向 に 沿 う よ う
に 、 硬 質 部 と 、 硬 質 部 よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 と 、 を 配 置 さ せ て 、 そ の 軟 質 合 成 樹 脂 部
の 周 囲 に 皮 革 を 配 置 さ せ る よ う な 場 合 、 皮 革 の 硬 質 部 側 の 端 末 が 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 弾 性
で 凹 む 態 様 と な っ て 、 そ の 皮 革 の 端 末 に 、 ア ー ル ダ レ （ シ ャ ー プ な 角 と な ら ず に 角 が 大 き
な ア ー ル で 丸 く な る こ と ） が 生 じ 、 皮 革 端 末 の 外 観 意 匠 を 低 減 さ せ る こ と と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲 に 、 リ ン グ 部 の 形 成
方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 と 、 硬 質 部 よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 と 、 が 配 置 さ れ て 、 軟 質
合 成 樹 脂 部 の 周 囲 に 皮 革 が 配 置 さ れ る こ と と な っ て も 、 皮 革 の 端 末 に ア ー ル ダ レ が 生 じ ず
、 皮 革 の 端 末 の 外 観 を 良 好 に で き る 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル は 、 操 舵 時 に 把 持 す る 円 環 状 の リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲
に 、 リ ン グ 部 の 形 成 方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 と 該 硬 質 部 よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 と が
配 置 さ れ て 、
　 該 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 周 囲 に 皮 革 が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル で
あ っ て 、
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　 前 記 硬 質 部 に お け る 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 の 端 部 に 、 前 記 皮 革 の 端 末 を 嵌 合 さ せ る 環 状
溝 と 、 該 環 状 溝 の 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 に 配 置 さ れ て 、 前 記 皮 革 の 端 末 付 近 を 直 接 支 持 可
能 な 円 柱 状 の 支 持 部 と 、 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 皮 革 が 、 端 末 付 近 を 前 記 支 持 部 の 外 周 面 に 直 接 当 接 さ せ つ つ 、 端 末 を 前 記 環 状 溝 に
嵌 合 さ せ て 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 前 記 芯 金 に お け る 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 配 置 部 位 で 、 か つ 、 前 記 硬 質 部 の 近 傍 部
位 に は 、 突 起 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 硬 質 部 に お け る 前 記 支 持 部 の 前 記 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 の 端 末 外 周 に は 、 環 状
凹 部 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル で は 、 皮 革 が 、 端 末 付 近 を 硬 質 部 に お け る 支
持 部 の 外 周 面 に 直 接 当 接 さ せ つ つ 、 端 末 を 硬 質 部 に 設 け ら れ た 環 状 溝 に 嵌 合 さ せ て 、 配 置
さ れ て お り 、 皮 革 の 端 末 を 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 で な く 、 硬 質 部 に 設 け ら れ た 支 持 部 の 角 部 で
曲 げ る よ う に 配 置 で き る こ と か ら 、 皮 革 端 末 に ア ー ル ダ レ が 生 じ ず 、 皮 革 端 末 の 外 観 を 良
好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 皮 革 端 末 を 直 接 支 持 す る 硬 質 部 の 支 持 部 は 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 を 成 形 す る 際 の 、 バ
リ 切 り の 役 目 を 果 す こ と が で き 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 成 形 材 料 が 環 状 溝 に 入 り 込 む こ と を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル で は 、 リ ン グ 部 の 芯 金 周 囲 に 、 リ ン
グ 部 の 形 成 方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 と 、 硬 質 部 よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 と 、 が 配 置 さ
れ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 周 囲 に 皮 革 が 配 置 さ れ る こ と と な っ て も 、 皮 革 の 端 末 に ア ー ル ダ
レ が 生 じ ず 、 皮 革 の 端 末 の 外 観 を 良 好 に で き 、 ま た 、 硬 質 部 の 支 持 部 に よ っ て 、 軟 質 合 成
樹 脂 部 を 成 形 す る 際 の バ リ 切 り が 良 好 と な り 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 成 形 後 の 後 処 理 を 容 易 に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 リ ン グ 部 の 芯 金 に お け る 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 配 置 部 位 で 、 か つ 、 硬 質 部 の 近 傍 部
位 に 、 突 起 が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 硬 質 部 側 が 、 硬 質 部 か ら 離 れ る
よ う に 芯 金 周 囲 で 剥 離 し よ う と し て も 、 突 起 が 抵 抗 と な っ て 、 そ の 剥 離 を 防 止 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 硬 質 部 に お け る 支 持 部 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 側 の 端 末 外 周 に 、 環 状 凹 部 が 設 け ら れ
て い る 場 合 に は 、 そ の 環 状 凹 部 内 に 軟 質 合 成 樹 脂 部 が 入 る こ と と な る 。 そ の た め 、 皮 革 の
硬 質 部 側 の 端 末 側 が 、 芯 金 周 囲 に 軟 質 合 成 樹 脂 部 だ け を 介 在 さ せ た 状 態 か ら 、 直 ち に 、 硬
質 部 の 支 持 部 に 支 持 さ れ る 状 態 で な く 、 硬 質 部 の 環 状 溝 に 接 近 す る に し た が っ て 、 厚 さ の
薄 く な っ た 環 状 凹 部 内 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 で 支 持 さ れ た 状 態 を 経 た 後 に 、 支 持 部 に 支 持 さ れ
る 態 様 と な る こ と か ら 、 皮 革 の 感 触 の 違 和 感 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 形 態 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 操 舵 時 に 把 持 す る 円 環 状 の
リ ン グ 部 Ｒ と 、 リ ン グ 部 Ｒ の 中 央 に 配 置 さ れ る ボ ス 部 Ｂ と 、 リ ン グ 部 Ｒ と ボ ス 部 Ｂ と を 連
結 す る ４ 本 の ス ポ ー ク 部 Ｓ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ 、 各 部 に は 、 相 互 を 連 結 す る た め の ス テ
ア リ ン グ ホ イ ー ル 芯 金 １ が 配 設 さ れ て い る 。 芯 金 １ は 、 ボ ス 部 Ｂ に 配 置 さ れ る ボ ス 部 芯 金
２ 、 各 ス ポ ー ク 部 Ｓ に 配 置 さ れ る ス ポ ー ク 部 芯 金 ３ 、 リ ン グ 部 Ｒ に 配 置 さ れ る リ ン グ 部 芯
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金 ４ 、 か ら 構 成 さ れ る と と も に 、 図 示 し な い 車 両 の ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト と 接 続 さ れ る ボ
ス 部 芯 金 ２ の 中 央 の ボ ス 孔 ２ ａ の 周 縁 の 部 位 を 鋼 製 と す る と と も に 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ を 鋼
管 製 と し て 、 他 の 部 位 を 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 軽 合 金 製 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 リ ン グ 部 Ｒ に は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 芯 金 ４ の 周 囲 に 、 リ ン グ 部 Ｒ の 形 成
方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 ６ と 、 硬 質 部 ６ よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ と 、 が 配 置 さ れ
て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 周 囲 に 皮 革 １ ５ が 縫 合 さ れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 硬 質 部 ６ は 、 実 施 形 態 の 場 合 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ の 前 後 の 部 位 に 合 計 ２ つ 配 置 さ
れ 、 そ れ ぞ れ 、 発 泡 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 か ら な っ て リ ン グ 部 芯 金 ４ の 周 囲 を 被
覆 す る 本 体 ７ と 、 本 体 ７ の 周 囲 を 覆 う 木 目 調 の 意 匠 を 表 面 に 表 し た 外 皮 材 ８ と 、 か ら 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ の 左 右 の 部 位 に 配 置 さ れ て 、 そ れ ぞ れ
、 発 泡 ウ レ タ ン 等 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 ２ つ の 硬 質 部 ６ ・ ６ の 本 体 ７ に お け る 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ 側 の 端 部 に は 、 そ れ
ぞ れ 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ を 嵌 合 さ せ る 環 状 溝 ９ と 、 環 状 溝 ９ の 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ 側
に 配 置 さ れ て 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ 付 近 を 直 接 支 持 可 能 な 円 柱 状 の 支 持 部 １ ０ と 、 が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 皮 革 １ ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 端 末 １ ５ ａ 付 近 を 支 持 部 １ ０ の 外 周 面 に 直 接 当 接 さ せ つ つ 、 端
末 １ ５ ａ を 環 状 溝 ９ に 嵌 合 さ せ て 、 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 皮 革 １ ５ ・ １ ５ は 、 そ れ ぞ れ
、 リ ン グ 部 Ｒ に お け る ボ ス 部 Ｂ 側 の 内 側 で 縫 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ に お け る 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 配 置 部 位 で 、 か つ 、 硬 質 部 ６ の 近
傍 部 位 に は 、 突 起 ５ が 設 け ら れ て い る 。 実 施 形 態 の 場 合 、 突 起 ５ は 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 さ れ
る ス ポ ー ク 部 芯 金 ３ が 鋼 管 か ら な る リ ン グ 部 芯 金 ４ を 連 結 す る よ う に 鋳 ぐ る ん だ 部 位 で 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 ２ つ の 硬 質 部 ６ ・ ６ の 本 体 ７ に お け る 支 持 部 １ ０ の 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ 側 の 端
末 外 周 に は 、 そ の 部 位 の 肉 厚 を 支 持 部 １ ０ の 肉 厚 の 半 分 程 度 と す る よ う に 、 環 状 凹 部 １ １
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 形 態 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ の 製 造 に つ い て 説 明 す る と 、 予 め 、 ス テ ア リ ン グ ホ
イ ー ル 芯 金 １ を 製 造 し て お く 。 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 芯 金 １ の 製 造 は 、 所 定 の ダ イ カ ス ト
鋳 造 型 に 、 ボ ス 孔 ２ ａ の 周 囲 の 鋼 製 の 部 位 と 鋼 管 か ら な る リ ン グ 部 芯 金 ４ と を セ ッ ト し て
、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 し て 製 造 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 硬 質 部 本 体 ７ ・ ７ の 成 形 型 に 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 芯 金 １ と 外 皮 材 ８ と を セ
ッ ト し 、 型 締 め 後 、 本 体 ７ の 成 形 材 料 を 注 入 し て 、 環 状 溝 ９ ・ 支 持 部 １ ０ ・ 環 状 凹 部 １ １
を 備 え た 本 体 ７ を 成 形 す る 。 な お 、 本 体 ７ の 成 形 後 の 状 態 は 、 図 ３ の 実 線 で 示 す 状 態 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 つ い で 、 本 体 ７ の 成 形 型 か ら 離 型 さ せ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成 形 型 に 、 硬 質 部 ６ ・
６ を 設 け た ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 芯 金 １ を セ ッ ト し 、 型 締 め 後 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成
形 材 料 を 注 入 し 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ を 成 形 す る 。 な お 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成 形 型 の
型 面 は 、 型 締 め 時 、 本 体 ７ の 支 持 部 １ ０ の 外 周 面 を 圧 接 す る 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 そ の 後 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成 形 型 か ら 離 型 さ せ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ ・ １ ３ の 周
囲 に 皮 革 １ ５ を 縫 合 し て 配 置 さ せ る 。 そ の 際 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ 付 近 を 硬 質 部 本 体 ７
に お け る 支 持 部 １ ０ の 外 周 面 に 直 接 当 接 さ せ つ つ 、 端 末 １ ５ ａ を 硬 質 部 本 体 ７ に 設 け ら れ
た 環 状 溝 ９ に 嵌 合 さ せ て 配 置 さ せ る 。 な お 、 支 持 部 １ ０ の 外 周 面 に は 、 所 望 に よ り 接 着 剤
を 塗 布 し て 皮 革 １ ５ を 接 着 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 ボ ス 部 Ｂ の 下 部 や 上 部 に 、 図 示 し な い ロ ア カ バ ー や パ ッ ド Ｐ を 取 り 付 け れ ば 、
ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ の 製 造 が 完 了 し 、 車 両 に 装 着 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 な お 、
車 両 へ の 装 着 時 に は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ を ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト に ナ ッ ト 止 め す る
こ と か ら 、 パ ッ ド Ｐ を 取 り 外 し た 状 態 で 車 両 に 装 着 し 、 装 着 後 に パ ッ ド Ｐ を 組 み 付 け る こ
と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 実 施 形 態 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ で は 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ を 、 軟 質 合
成 樹 脂 部 １ ３ で な く 、 硬 質 部 本 体 ７ に 設 け ら れ た 支 持 部 １ ０ の 角 部 で 曲 げ る よ う に 配 置 で
き る こ と か ら 、 皮 革 端 末 １ ５ ａ に ア ー ル ダ レ が 生 じ ず 、 皮 革 端 末 １ ５ ａ の 外 観 を 良 好 に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 皮 革 端 末 １ ５ ａ を 直 接 支 持 す る 硬 質 部 ６ の 支 持 部 １ ０ は 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ を
成 形 す る 際 の 、 バ リ 切 り の 役 目 を 果 す こ と が で き 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成 形 材 料 が 環 状
溝 ９ に 入 り 込 む こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 形 態 の 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ で は 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ の 周 囲
に 、 リ ン グ 部 Ｒ の 形 成 方 向 に 沿 う よ う に 、 硬 質 部 ６ と 、 硬 質 部 ６ よ り 軟 質 の 軟 質 合 成 樹 脂
部 １ ３ と 、 が 配 置 さ れ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 周 囲 に 皮 革 １ ５ が 配 置 さ れ る こ と と な っ
て も 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ に ア ー ル ダ レ が 生 じ ず 、 皮 革 端 末 １ ５ ａ の 外 観 を 良 好 に で き
、 ま た 、 硬 質 部 ６ の 支 持 部 １ ０ に よ っ て 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ を 成 形 す る 際 の バ リ 切 り が
良 好 と な り 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 成 形 後 の 後 処 理 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 実 施 形 態 の 革 巻 き ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ で は 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ に お け る 軟 質
合 成 樹 脂 部 １ ３ の 配 置 部 位 で 、 か つ 、 硬 質 部 ６ の 近 傍 部 位 に 、 突 起 ５ が 設 け ら れ て お り 、
軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ の 硬 質 部 ６ 側 が 、 硬 質 部 ６ か ら 離 れ る よ う に 芯 金 ４ 周 囲 で 剥 離 し よ う
と し て も 、 突 起 ５ が 抵 抗 と な っ て 、 そ の 剥 離 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 実 施 形
態 で は 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ を ス ポ ー ク 部 芯 金 ３ に 連 結 す る 部 位 の ダ イ カ ス ト 鋳 造 部 位 で 、 突
起 ５ を 構 成 し た が 、 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ や 皮 革 １ ５ の 配 置 部 位 が 変 更 さ れ て 、 ス ポ ー ク 部
芯 金 ３ か ら 離 れ た 部 位 に 突 起 ５ を 設 け る 際 に は 、 リ ン グ 部 芯 金 ４ に 、 別 途 、 ダ イ カ ス ト 鋳
造 や 溶 接 等 を 利 用 し て 、 突 起 ５ を 設 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に ま た 、 実 施 形 態 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル Ｗ で は 、 硬 質 部 本 体 ７ に お け る 支 持 部 １
０ の 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ 側 の 端 末 外 周 に 、 環 状 凹 部 １ １ が 設 け ら れ て 、 そ の 環 状 凹 部 １ １
内 に 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 そ の た め 、 皮 革 １ ５ の 端 末 １ ５ ａ 側 に か け て
、 リ ン グ 部 芯 金 ４ の 周 囲 に 軟 質 合 成 樹 脂 部 １ ３ だ け を 介 在 さ せ た 状 態 か ら 、 直 ち に 、 硬 質
部 ６ に お け る 支 持 部 １ ０ に 支 持 さ れ る 状 態 で な く 、 厚 さ の 薄 く な っ た 環 状 凹 部 １ １ 内 の 軟
質 合 成 樹 脂 部 １ ３ で 支 持 さ れ た 状 態 を 経 た 後 に 、 支 持 部 １ ０ に 支 持 さ れ る 態 様 と な る こ と
か ら 、 皮 革 １ ５ の 感 触 の 違 和 感 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 実 施 形 態 で は 、 硬 質 部 ６ と し て 、 本 体 ７ と 、 本 体 ７ を 被 覆 す る 外 皮 材 ８ と 、 か ら
構 成 す る 場 合 を 示 し た が 、 外 皮 材 ８ が 配 設 さ れ て い な い 本 体 ７ だ け で 、 硬 質 部 ６ を 構 成 し
て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 一 実 施 形 態 を 示 す ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II部 位 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 軟 質 合 成 樹 脂 部 の 成 形 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ４ … リ ン グ 部 芯 金 、
　 ５ … 突 起 、
　 ６ … 硬 質 部 、
　 ９ … 環 状 溝 、
　 １ ０ … 支 持 部 、
　 １ １ … 環 状 凹 部 、
　 １ ３ … 軟 質 合 成 樹 脂 部 、
　 １ ５ … 皮 革 、
　 １ ５ ａ … 端 末 、
　 Ｗ … ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 、
　 Ｒ … リ ン グ 部 。
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【 図 ３ 】
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